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●夏・盛夏の阿蘇野の花観察会
夏の観察会：2026年7月4日（土）・5日（日）
盛夏の観察会：2026年8月1日（土）・2日（日）

参加募集

●春の阿蘇野の花観察会
2026年4月29日（水・昭和の日）・30日（木）

●春の草刈り
2026年5月30日（土）

●初夏の阿蘇野の花観察会
2026年6月6日（土）・7日（日）

活動報告

表紙写真：ベニバナヤマシャクヤク



活動報告

▶2026年4月29日（水・昭和の日）、30日（木）、「春の阿蘇野の花観
察会」を開催しました。参加者は29日が46名、30日は19名で合計
65名。多くの参加があり、賑わいました。
▶29日は天候にも恵まれ、春の草原を楽しむことができました。
30日は天候が崩れましたが、それでも春の草原らしい植物たち
を観察できたと思います。
▶ただ、29日に、お一人、途中で体調を崩された参加者がありま
した。大事をとって救急車を呼び、近隣の医療機関に搬送してい
ただきました。休息を取って、無事にご家族と帰宅され、ホッと
胸をなでおろしました。
▶これまでも気をつけてはいたのですが、あらためて、体調管理
などについて、考えていかなければならないと思いました。今年
の夏はまた暑くなるとのこと、皆様におかれましても、十分ご注
意ください。

▶2026年5月30日（土）、16名の参加で春の草刈りを実施しました。昨年までの2年間、放棄
地から再生した2haの草原の草刈りを行ってきました。野焼きの繰り返しでススキが優勢
になって大きく成長して他の植物がその下に埋もれるようになっていたため、草丈を低く
するのが目的でした。2回の草刈りの結果、草丈がだいぶ抑えられるようになって花が増え
てきています。
▶そこで、今年の春の草刈りは道沿いの土手の草刈りを中心に行いました。地元では、昭和
40年代まで5月から9月頃まで道沿いなどの青草を牛の餌として利用していました。毎朝牛
の餌として刈り取ることから、「朝草刈り」と呼ばれていましたが、この作業を再現した草
刈りになります。
▶地元の人によれば、朝草刈りをする場所は花が多いと言われてきましたので、実際に花
が増えるのかの実験でもあります。今後の結果がたのしみです。

▶2026年6月6日(土)、7日(日)の2日間、初夏の阿蘇
野の花観察会を実施しました。6日は天気も良くて
56名の参加でしたが、7日は雨天だったため欠席も
多く5名の参加でした。2日間合わせて合計61名の参
加となりました。ベニバナヤマシャクヤクの開花期
にどんぴしゃだったようで、例年になくたくさん咲
いていました。ツレサギソウも何本か見られました
が、こちらは昨年のほうがたくさん咲いていたよう
です。
▶ハナシノブはまだ蕾だろうと思っていましたが、
ラッキーなことに3本ほど咲いていました。昨秋、ワ
イヤーメッシュ柵を設けましたのでイノシシ・シカ
だけでなく人間も入れなくなっています。そのた
め、ダイヤルキーを開けて中に入って観察していた
だきました。初めて見たという人も多く、その美し
さに感動したという声がありました。ワイヤーメッ
シュの中は、去年よりだいぶ花の数も多くなり、今
後も増えることを期待しているところです。

春の阿蘇野の花観察会

春の草刈り　～道沿いの草刈りをしました～

初夏の阿蘇野の花観察会

ツクシシオガマ

サクラソウ

ウマノアシガタ

ハナシノブ

ベニバナヤマシャクヤク

ベニバナヤマシャクヤクを観る



夏の観察会：2026年7月4日（土）、5日（日）＜雨天でも実施＞

盛夏の観察会：2026年8月1日（土）、2日（日）＜雨天でも実施＞

Pro Natura Reserve阿蘇花野トラスト（阿蘇郡高森町野尻）

午前10時～12時

各日30名程度

阿蘇花野トラスト駐車場（放牧地内の駐車場）

＜９時50分までに集合してください。＞

阿蘇の野の花の観察および野の花パトロール

弁当、飲物、帽子、軍手、メモ帳、筆記具など

令和８年度

ヤツシロソウ ヒメユリ

期 日

場 所

時 間

参 加 募 集

集 合 場 所

内 容

持 ち 物

参加者にはボランティア保険をかけます。参加希望の方は、事前に阿蘇花野協会事務局まで、氏名、住所、電話番号
を明記の上、夏の観察会は7月1日（水）までに、盛夏の観察会は7月29日（水）までに、e-mailかFAX、電話でお申し込
み下さい。e-mail、FAXの場合は、必ず受付完了の返信をご確認ください。
◆電話 ：096-240-2906　◆FAX ：096-300-3339　◆e-mail ： info@asohanano.com

秋の阿蘇野の花観察会は9月12日(土)・13日（日）の予定です。また、防火帯づくり・草刈り・草集め・刈草焼きの作業
を、9月から10月にかけて実施する予定です。 詳細は花野たより74号（8月末発行）にて募集案内いたしますので、
こちらもぜひご参加ください。

：

：

：

：

：

：

：

●

●

参加者募
集

夏・盛夏の「阿蘇野の花観察会」のご案内
令和８年度の夏・盛夏の阿蘇野の花観察会を下記の日程で行います。 ７月の観察会ではヒメユリやノハナショウ
ブ、ユウスゲなどが咲き誇る初夏の草原を観察します。 また、８月の観察会では、カワラナデシコやオミナエシな
どの秋の七草やヤツシロソウ、ツクシトラノオなど阿蘇でしか見ることのできない植物を観察します。

当日の実施確認について
大雨警報発令・台風接近などの時には中止いたします（観察会）。当日の実施の有無は朝6時以降に、事務局
（TEL:096-240-2906 e-mail:info@asohanano.com）にお問い合わせください。

阿蘇の美しい草原「花野」を守るための寄付金ご協力のお願い
▶阿蘇の草原は、長年にわたる野焼きや草刈りによって維持され、多くの希少
な動植物を育んできました。しかしながら、地域の少子高齢化や人口減少に伴
い、草原の維持管理は年々厳しい状況に直面しています。
▶当協会では、この貴重な生態系を未来へ引き継ぐため、年間を通じて草刈り
や刈草焼き、活動に必要な資機材（刈払機や消火器等）の整備、ボランティアの
安全を守るための保険の加入など、様々な活動を行っております。昨年度の保
全活動におきましては、およそ20haの草原を維持するために100万円以上の
経費を要いたしました。今年度につきましても、前年度と同規模の活動および
資機材の維持管理が必要であり、同等額の費用が見込まれております。
▶当協会の事業は、皆様からの寄付金のほか環境省からの補助金、民間企業か
らの助成金によって支えられております。しかし、補助金や助成金には使途の
制限や期限があり、今後も息の長い保全活動を継続していくためには、どうし
ても自主財源となる資金の確保が欠かせません。また、当協会が認定NPO法人
としての活動を継続するためには、年間100名以上の皆様からの継続的なご寄
付が必要な要件となっております。金額の多寡にかかわらず、多くの会員の皆
様に「寄付者」としてお名前を連ねていただくことが、協会存続の大きな力と
なります。
▶出費多端な折、誠に恐縮ではございますが、阿蘇の美しい草原と希少植物を
次の世代へ残すため、会員の皆様にご寄付へのご協力をいただければ幸いで
す。なお、6月下旬に花野たより夏号および寄付金のご報告をお送りいたしま
す。その際、寄付用の振込用紙を同封いたしますので、こちらの用紙を利用し
てご寄付賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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10月

●春の阿蘇野の花観察会　4月29日（水・昭和の日）・30日（木）　※小雨決行
　阿蘇花野トラスト地　サクラソウ、フクジュソウ、キスミレ、ヒトリシズカなど

●夏の阿蘇野の花観察会　7月4日（土）・5日（日）
　阿蘇花野トラスト地　ヒメユリ、ツクシマツモト、ユウスゲ、ノハナショウブなど

●盛夏の阿蘇野の花観察会　８月1日（土）・2日（日）　
　阿蘇花野トラスト地　ヤツシロソウ、カワラナデシコ、オミナエシ、ワレモコウなど

●初夏の阿蘇野の花観察会　６月6日（土）・7日（日）
　阿蘇花野トラスト地　ハナシノブ、ベニバナヤマシャクヤク、ツレサギソウなど

●秋の阿蘇野の花観察会　9月12日（土）・13日（日）　
　阿蘇花野トラスト　ハナカズラ、イヌハギ、シオン、オオユウガギク、ヤマジノギクなど

■会報誌「花野たより Vol．74」発行　　　　

■会報誌「花野たより Vol．73」発行　

■会報誌「花野たより Vol．75」発行

●早春の阿蘇野の花観察会　3月27日（土）・28日（日）　
■会報誌「花野たより Vol．76」発行

５月 ●春の草刈り　５月30日（土）〈雨天時は31日（日）に延期〉

●防火帯作り　９月19日（土）　
●県支援事業　防火帯作り・防火帯焼き　９月下旬

●草刈り　10月3日（土）　予備日：10月4日（日）
●草集め　10月10日（土）　予備日：10月11日（日）

●刈草焼き　11月14日（土）　予備日：11月15日（日）

2026年度の活動スケジュール

11月

12月

認定NPO法人阿蘇花野協会の令和８（2026）年度スケジュールは、下記のとおりです。
各活動については事前にご案内をお送りし、参加者確定の上で実施いたします。ふるって、ご参加ください。

本年度の活動スケジュールです。INFOR
MATIO

N

●阿蘇野の花観察会　●草刈り・防火帯作り　■会報誌発行　★調査研究活動　

済

済

済

本号

AIの進化が著しい時代。私たちの未来、世界や日本の未来について、考えて
みようと思っても追いつきませんね。でも、子どもたち、若者たちにとってよ
りよい未来が創れる、そんな期待が持てる世界であってほしい。阿蘇の草原
を歩く。AIでは不可能な活動にもまた大切な役割があると信じたいです。

moriairs2405@gmail.com（広報担当：森）
〒862-0912  熊本市東区錦ケ丘３番15号　
TEL：096-240-2906　FAX：096-300-3339

募集

募集

阿蘇花野協会は、下記の各団体からの寄付・助成金を受け、活動しています

公益信託大成建設 自然・歴史環境基金

環境省
Ministry of the Environment


